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実験を通してプラナリアの個体崩壊の過程を
細胞レベルで明らかにすること

３．目的

　

プラナリアの個体崩壊の過程と原因
宮城県仙台第三高等学校　生物−３班

２．背景 
先行研究から、熱または 
わさびの刺激(アリルイソチオシアネート)を 
与えると個体崩壊する 

 
〔個体崩壊の定義〕  
プラナリアが再生不可能な  
個体の崩壊をすること  
　　　　　　　||  
プラナリアの輪郭が不明瞭になる  
 
先行研究の実験の試行回数が少なく、  
実験結果の確証が得られていなかった  
 
[実験をするにあたって]　  
　カドヘリンを染める染色液がなかったため、アクチンフィラメントを染めるこ
とによって個体崩壊が起きたのかを実験を行う  

４．材料と方法 

    
 

結論 
　・　AITCによる組織が崩壊し、個体が崩壊していることが予想されたが、 
　　　細胞レベルでは確認ができなかった。 
　 
 

Fig2.細胞同士の結合図4) 

材料：プラナリア 
　　　アリルイソチオシアネート(AITC) 
             ファロイジン（蛍光染色） 
　　　ホルマリン（固定） 
　　　グリセリン（脱色) 
　　　DMSO（AITCの溶媒） 

　　　蛍光顕微鏡　　　

１．プラナリアとは

・水質の良い環境下に生息 
・再生能力が高い（右図） 
・雌雄の区別がない 
・有性生殖、無性生殖どちらもできる 

実験方法
①プラナリアにAITCを与える
②ホルマリンで20分固定する
③グリセリンで20分脱色する
④ファロイジンで5分染色する
⑤蛍光顕微鏡で観察する
＊実験1　①、②、⑤
＊実験2　①〜⑤
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第2作

直すときは
下のスライドを
消さないで
古いスライドは
残しておくこと！
コピーしたものを
編集していくと
作業の痕跡が残り
やすく，
また，戻ることも
できるので
このまま
このスライドを
訂正すること

別の辛味成分で同じ実験をやっ
て、同じ結果が得られたならプラ穴
リアは辛味成分に弱いことがわか
り、違う結果が得られたら、なぜ
AITCでないとだめなのかという新し
い疑問

熱で個体崩壊するプロセスが AITC
のときと同じなら、阻害剤を用いれ
ばどんなに熱くても生きられるプラ
ナリアを作ることができる。この実
験が失敗すればプロセスが同じと
いう先行研究の仮説を否定でき
る。

図３「プラナリアのストレス受容と個体崩壊の関係」

先輩たちの先行研究では実験回数が少なく、確実性がなかったのでこの実験で確かな結果を得たい。  
 
予想される結果は 
・プラナリアのAITCが反応する受容体はTRPA1チャネルである 
 

辛味成分であればなんでも個体崩壊を起こすかつ熱刺激と辛味成分の受容のプロセスが同じなのであれば、人間のように辛
味と熱さに同じような反応を示す器官があると考えられる。

AITC溶液の作り方
・AITC…0.1mmol
・DMSO…0.25mL
・純水（合計50mLになるまで足す）

結果　　　　　　　　　　　　　　　　  
実験１ 
　・10分程度で個体崩壊が観察された。  
　・時間が経つごとにプラナリアの輪郭が不明瞭に  
　　なってるのがわかる。  
実験２ 
　・緑色のもやが離れているのが分かるが、アクチン  
　　フィラメントを含んでいる細胞が遊離している  
　　様子が観察された。  

AITC(わさび)

考察
実験１ 
　・AITCが作用するには10分程度必要である。  
　・時間が経つに連れて白いふわふわしたものが  
　　拡大していっている様子から、細胞が遊離して  
　　いっていることが予想された。  
実験２ 
　・緑色のものが離れていっていることから、  
　　少なくともアクチンフィラメントを含む細胞が  
　　遊離しており、組織が崩壊している可能性が  
　　示唆された。　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　

fig1.プラナリア3)

展望
今後の展望は以下の3つ
・別の辛味成分で同じ実験をやってみる
・阻害剤を用いた熱を与える実験をやってみる
・データ収集

fig3.AITCによる個体崩壊の様子
10分後 15分後 20分後

fig4.ファロイジンによるアクチンフィラメントの蛍光染色 (青色光下 )の様子

自然光下 頭部 頭部(拡大)

https://classroom.google.com/c/NDk0MDc1NzMxMTAz/m/NTA1NzcxNjk0MTU5/details

